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「
中
国
の
特
色
あ
る
現
代
軍
事
力
体
系
」
構
築
と
「
威
嚇
」
力

―
二
〇
一
二
～
一
三
年
の
中
国
人
民
解
放
軍

安
田　

淳

第
一
節　

は
じ
め
に

二
〇
〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
中
国
軍
事
百
科
全
書
』
は
、
軍
事
思
想
、
戦
略
、
作
戦
、
装
備
、
法
制
度
等
を
広
く
網
羅
す
る
い
わ

ゆ
る
「
工
具
書
」
で
あ
る
が
、
そ
の
第
二
版
が
二
〇
一
二
年
に
発
行
さ
れ
た
。
同
書
に
は
十
年
前
の
初
版
か
ら
一
万
六
千
四
百
項
目
が

増
補
さ
れ
た
が（

（
（

、
そ
れ
は
中
国
人
民
解
放
軍
（
以
下
、
中
国
軍
）
の
こ
の
十
年
間
の
成
長
と
発
展
と
を
十
分
示
唆
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
「
統
合
」、「
一
体
化
」、「
情
報
」、「
ネ
ッ
ト
」、「
戦
闘
力
生
成
モ
デ
ル
」
と
い
っ
た
用
語
が
新
た
に
加
わ
り
、「
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
」、「
有
人
宇
宙
飛
行
」
等
の
従
来
か
ら
の
用
語
に
も
新
た
な
説
明
が
加
え
ら
れ
た
。
新
た
な
項
目
は
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

中
国
に
お
け
る
国
防
費
の
長
期
継
続
的
な
増
大
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
国
軍
の
発
展
に
関
心
が
集
ま
り
、
わ
が
国
に
対
す
る
中
国
の
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軍
事
的
脅
威
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
、
中
国
に
お
い
て
「
軍
事
闘
争
の
準
備
」
と
い
う
表
現

が
多
用
さ
れ
た
こ
と
を
、
あ
た
か
も
戦
争
準
備
が
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
わ
が
国
の
マ
ス
コ
ミ
は
伝
え
た
。
た
し
か
に
前
述
の
『
中

国
軍
事
百
科
全
書
』
第
二
版
に
も
、「
軍
事
闘
争
の
準
備
面
で
の
項
目
」
が
列
挙
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る（

（
（

。
ま
た
た
と
え
ば
、
済
南
軍
区

で
は
部
隊
に
対
す
る
具
体
的
な
「
軍
事
闘
争
の
準
備
状
況
の
検
閲
」
が
全
面
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た（

（
（

。
二
〇
一
二
年
九

月
に
北
京
軍
区
空
軍
を
視
察
し
た
郭
伯
雄
中
央
軍
事
委
員
会
副
主
席
は
、「
軍
事
闘
争
の
準
備
を
筆
頭
と
す
る
各
種
の
任
務
を
申
し
分

な
く
完
成
す
る
」
こ
と
を
強
調
し
た（

（
（

。

も
と
よ
り
脅
威
は
意
図
と
能
力
の
掛
け
算
と
言
わ
れ
、
能
力
の
向
上
が
意
図
と
相
ま
っ
て
初
め
て
現
実
の
も
の
と
な
る
。
し
か
し
さ

し
あ
た
り
中
国
軍
は
こ
の
能
力
の
準
備
に
努
力
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
潜
在
的
な
脅
威
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
た
だ
し
「
軍
事
闘
争
の
準
備
」
は
あ
く
ま
で
「
準
備
」
で
あ
っ
て
、
戦
争
の
「
発
動
」
で
は
な
い
。
そ
こ
が
意
図
と
能
力
の
掛
け

算
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
中
国
共
産
党
・
中
国
政
府
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
部
体
制
の
大
き
な
交
代
が
あ
っ

た
中
国
で
は
、
最
高
軍
事
指
導
体
制
も
新
し
く
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
十
一
月
の
中
国
共
産
党
第
十
八
期
中
央
委
員
会
第
一
回
全
体
会

議
は
、
同
会
議
で
選
出
さ
れ
た
中
央
政
治
局
常
務
委
員
会
の
指
名
に
基
づ
き
、
新
た
な
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
を
習
近
平
（
党
総
書

記
、
国
家
副
主
席
）、
副
主
席
を
范
長
龍
（
上
将
、
党
中
央
政
治
局
委
員
）、
許
其
亮
（
上
将
、
党
中
央
政
治
局
委
員
）、
委
員
を
常
万

全
（
上
将
）、
房
峰
輝
（
上
将
、
総
参
謀
長
）、
張
陽
（
上
将
、
総
政
治
部
主
任
）、
趙
克
石
（
上
将
、
総
後
勤
部
長
）、
張
又
侠
（
上
将
、

総
装
備
部
長
）、
呉
勝
利
（
上
将
、
海
軍
司
令
員
）、
馬
曉
天
（
上
将
、
空
軍
司
令
員
）、
魏
鳳
和
（
中
将
、
第
二
砲
兵
司
令
員
）
と
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
三
月
の
第
十
二
期
全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
は
習
近
平
を
国
家
主
席
と
と
も
に
中

華
人
民
共
和
国
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
選
出
し
、
そ
の
指
名
に
基
づ
い
て
副
主
席
及
び
委
員
を
決
定
し
た（

（
（

。
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「中国の特色ある現代軍事力体系」構築と「威嚇」力

そ
こ
で
本
稿
は
、
中
国
の
軍
事
的
脅
威
を
考
察
す
る
際
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
中
国
の
軍
事
体
制
に
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
二

〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
の
中
国
軍
の
動
向
の
中
か
ら
特
徴
的
な
事
象
を
抽
出
し
、
そ
の
能
力
の
発
展
ぶ
り
と
抱
え
る
問

題
点
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
中
国
の
軍
事
的
脅
威
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
節　

各
軍
種
の
発
展
と
「
中
国
の
特
色
あ
る
現
代
軍
事
力
体
系
」

第
十
八
回
党
大
会
で
発
表
さ
れ
た
胡
錦
濤
に
よ
る
報
告
に
お
い
て
、「
中
国
の
特
色
あ
る
現
代
軍
事
力
体
系
を
構
築
す
る
」
こ
と
が

提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
引
き
続
き
軍
種
・
兵
種
の
構
造
を
調
整
す
る
こ
と
、
新
た
な
戦
闘
力
建
設
を
加
速
す
る
こ
と
、

ネ
ッ
ト
防
御
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
、
中
国
の
特
色
あ
る
戦
略
的
威
嚇
力
を
完
備
す
る
こ
と
、
近
代
化
さ
れ
た
武
装
警
察
力
建
設
を
加

速
す
る
こ
と
、
国
防
動
員
と
後
方
支
援
建
設
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
「
中
国
の
特
色
あ
る
現
代
軍
事
力

体
系
を
構
築
す
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
胡
錦
濤
が
提
唱
し
た
「
中
国
の
特
色
あ
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
党
、
政
、
軍
の
一
線
を
退
い
た
胡
錦
濤
が
そ
の
影
響
力
を
残
す
た
め
に
打
ち
出
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が（

（
（

、
こ
れ
に
つ
い

て
は
別
途
検
討
の
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

軍
・
兵
種
の
整
備
に
お
い
て
は
、
中
国
軍
や
は
り
海
空
軍
力
と
戦
略
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
向
上
に
傾
注
し
て
い
る
。
海
軍
は
、「
近
海

防
御
か
ら
遠
海
防
衛
へ
転
換
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
た
し
か
に
遠
洋
航
海
能
力
を
着
実
に
獲
得
し
向
上
さ
せ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
十
一
～
十
二
月
に
、
東
海
艦
隊
の
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
、
ミ
サ
イ
ル
護
衛
艦
各
二
隻
、
補
給
艦
一
隻
と
艦
載
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
西
太
平
洋
に
進
出
し
訓
練
を
実
施
し
た（

（
（

。
す
で
に
西
太
平
洋
に
お
け
る
訓
練
は
「
恒
例
」
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
北
海
艦
隊
の
三
隻

か
ら
な
る
遠
洋
訓
練
艦
隊
は
、
二
〇
一
三
年
一
～
二
月
に
宮
古
海
峡
か
ら
西
太
平
洋
に
進
出
し
、
そ
の
後
バ
シ
ー
海
峡
か
ら
南
シ
ナ
海
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へ
入
っ
て
訓
練
を
実
施
し
、
同
じ
ル
ー
ト
で
帰
投
し
た（

（1
（

。
遠
洋
へ
の
進
出
に
は
補
給
が
重
要
で
あ
る
が
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
に
は
東

海
艦
隊
が
「
新
型
総
合
補
給
艦
」
に
よ
る
護
衛
艦
三
隻
へ
の
洋
上
同
時
補
給
訓
練
を
実
施
し
た（

（1
（

。
ま
た
補
給
艦
ば
か
り
で
な
く
、
た
と

え
ば
南
海
艦
隊
は
装
備
、
燃
料
、
糧
食
、
医
療
等
の
総
合
保
障
体
系
を
確
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る（

（1
（

よ
う
に
、
後
方
支
援
体
制
も
発
展
し

つ
つ
あ
る
。
長
期
間
の
航
海
に
お
い
て
も
新
鮮
な
食
材
を
確
保
で
き
る
こ
と
も
た
び
た
び
報
じ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

が
、
そ
れ
は
潜
水
艦
部
隊

に
ま
で
及
ん
で
い
る（

（1
（

。
長
期
航
海
に
お
け
る
食
事
は
、
乗
員
の
士
気
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
八
月
に
は
独
自
開
発
の

海
上
緊
急
修
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
浮
き
ド
ッ
ク
）
が
初
め
て
三
軍
合
同
作
戦
統
合
演
習
に
投
入
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
れ
は
海
軍
の
大
部
分

の
艦
艇
及
び
水
陸
両
用
設
備
の
緊
急
修
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
る
。

ま
た
海
軍
は
そ
の
遠
洋
航
海
能
力
を
、
非
伝
統
的
安
全
保
障
脅
威
へ
の
対
応
や
対
外
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
確
立
に
も
応
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
も
っ
と
も
象
徴
的
な
行
動
が
ア
デ
ン
湾
へ
の
護
衛
艦
艇
部
隊
の
継
続
的
な
派
遣
と
、
病
院
船
の
活
用
で
あ
る
。
大
型
病
院
船
「
和

平
方
舟
」
号
は
二
〇
一
一
年
に
パ
ナ
マ
運
河
を
通
峡
し
中
南
米
を
訪
問
し
て
医
療
活
動
を
行
っ
た
が
、
十
分
な
医
療
設
備
と
と
も
に
遠

洋
航
海
に
必
要
な
情
報
通
信
設
備
を
有
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
二
〇
一
二
年
四
～
九
月
に
は
、
練
習
艦
「
鄭
和
」
が
十
四
か
国
を
歴
訪
す
る

世
界
一
周
航
海
を
実
施
し
た
。
海
軍
艦
艇
に
よ
る
こ
の
世
界
一
周
は
十
年
ぶ
り
二
度
目
で
、
単
艦
に
よ
る
練
習
航
海
と
し
て
は
初
め
て

で
あ
っ
た
が
、
遠
洋
航
海
能
力
の
育
成
と
と
も
に
「
威
力
、
平
和
、
文
明
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
世
界
に
示
す
企
図
が
あ
っ
た（

（1
（

。

大
連
で
建
造
さ
れ
海
上
公
試
が
行
わ
れ
て
い
た
空
母
は
、
九
月
に
「
遼
寧
」
と
命
名
さ
れ
て
海
軍
へ
引
き
渡
さ
れ
、
引
き
続
き
試
験

と
訓
練
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。
十
一
月
に
は
中
国
が
自
主
開
発
し
た
と
す
る
「
殱
15
」
艦
載
機
の
離
着
艦
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。
そ
れ
に
際
し
て
張
軍

社
・
海
軍
軍
事
学
術
研
究
所
副
所
長
は
、
艦
載
機
の
戦
力
化
に
は
ま
だ
二
年
以
上
、
空
母
部
隊
と
し
て
の
戦
力
化
に
は
ま
だ
四
、
五
年

を
必
要
と
す
る
と
述
べ
た（

（2
（

が
、
後
に
同
氏
は
二
、
三
年
で
艦
載
機
と
空
母
艦
隊
の
共
同
訓
練
が
完
成
す
る
と
も
述
べ
て
い
る（

（2
（

の
で
、
そ

の
試
験
・
訓
練
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
空
母
は
人
道
主
義
的
救
援
任
務
に
も
使
用
で
き
る
と
し
て
、
そ
の
平
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和
的
な
利
用
の
可
能
性
が
強
調
さ
れ
、
軍
事
的
脅
威
感
を
薄
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
青
島
軍
港
に
は
四
年
を
か
け
て
空
母
の
た
め
の
施

設
が
整
備
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
同
艦
が
初
め
て
こ
こ
に
入
港
し
母
港
と
な
っ
た（

（2
（

。

空
軍
の
「
攻
防
兼
備
」
戦
略
は
引
き
続
き
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
新
世
代
航
空
機
や
新
型
対
空
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
新
鋭
兵
器
装
備
の

発
展
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
三
月
に
は
国
防
部
報
道
官
が
、
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
と
見
込
ま
れ
る
「
殱
20
」
の
試
験
は
計
画

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
表
明
し（

（2
（

、
五
月
に
は
そ
の
二
機
目
の
試
作
機
が
初
飛
行
に
成
功
し
た
と
香
港
紙
が
伝
え
た（

（2
（

。
十
月
に
は

次
世
代
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
「
殱
31
」
が
試
験
飛
行
に
成
功
し
た
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

二
〇
一
三
年
一
月
に
は
、
同
じ
く
国
産
自
主
開
発
に
よ
る
「
運
20
」
大
型
輸
送
機
が
初
飛
行
し
た（

（2
（

。
中
国
軍
の
目
指
す
遠
距
離
兵
力

投
射
に
と
っ
て
も
人
道
主
義
的
救
援
任
務
に
と
っ
て
も
輸
送
機
部
隊
の
充
実
化
は
緊
要
で
あ
る
。
輸
送
機
部
隊
は
こ
こ
十
年
で
三
十
回

以
上
、
二
十
三
か
国
に
及
ぶ
国
際
輸
送
実
績
を
達
成
し
、
ま
た
国
内
災
害
派
遣
に
も
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
誇
示
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

兵
器
装
備
の
更
新
ば
か
り
で
な
く
、
戦
力
向
上
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。
空
中
給
油
訓
練
は
多
様
な
環
境
や
条
件

下
で
行
わ
れ
、
近
年
で
は
よ
り
実
戦
に
即
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
国
産
自
主
開
発
に
よ
る
早
期
警
戒
管
制
機
が
三
軍
共
用
の
早

期
警
戒
管
制
指
揮
能
力
を
獲
得
し
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。「
早
期
警
戒
管
制
機
の
父
」
と
言
わ
れ
る
王
小
謨
・
中
国
電
子
科
学
技
術
集
団
公
司

科
学
技
術
委
員
会
副
主
任
に
二
〇
一
二
年
度
国
家
最
高
科
学
技
術
褒
賞
が
授
与
さ
れ
た（

（3
（

こ
と
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。陸

軍
は
、「
地
域
防
衛
型
か
ら
全
域
機
動
型
へ
転
換
」
し
、
航
空
部
隊
、
軽
機
械
化
部
隊
、
情
報
対
抗
部
隊
、
特
殊
作
戦
部
隊
の
発

展
を
加
速
す
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。
二
〇
一
二
年
十
一
月
の
第
九
回
国
際
珠
海
航
空
宇
宙
博
覧
会
に
、
国
産
武
装
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
直

10
」
と
「
直
19
」
が
登
場
し
た（

（3
（

。
両
機
は
同
月
に
瀋
陽
軍
区
で
実
施
さ
れ
た
訓
練
演
習
に
お
い
て
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
ミ
サ
イ
ル
命
中

率
を
達
成
し
た（

（3
（

。
ま
た
、
南
京
軍
区
陸
軍
航
空
兵
旅
団
が
同
月
に
実
施
し
た
実
弾
訓
練
に
も
「
直
10
」
は
投
入
さ
れ
た（

（3
（

。
陸
軍
航
空
兵
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は
「
支
援
保
障
型
か
ら
主
戦
突
撃
型
へ
の
転
換
を
実
現
し
た
」
と
称
揚
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
二
〇
一
三
年
は
武
装
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
戦
力
化

訓
練
が
強
化
さ
れ
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
立
脚
し
た
全
般
作
戦
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
と
り
わ
け
こ
こ

十
年
間
、
陸
軍
航
空
部
隊
の
発
展
が
目
指
さ
れ
て
い
る（

（3
（

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陸
軍
に
航
空
兵
力
の
意
義
に
つ
い
て
の
認
識
が
不
足
し
、

た
と
え
ば
航
空
機
さ
え
あ
れ
ば
よ
し
と
す
る
観
念
が
あ
る
と
か
、
陸
軍
航
空
部
隊
が
主
と
し
て
実
施
す
る
低
空
・
超
低
空
に
お
け
る
作

戦
全
体
へ
の
対
応
が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

（3
（

。

ま
た
情
報
化
が
要
求
さ
れ
る
趨
勢
を
陸
軍
転
換
の
好
機
と
と
ら
え
、
技
術
進
歩
や
人
材
育
成
が
そ
の
原
動
力
に
な
る
と
主
張
さ
れ
て

い
る（

（3
（

。
二
〇
一
一
年
八
月
以
来
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
特
種
作
戦
学
院
」
が
二
〇
一
二
年
十
一
月
に
開
設
さ
れ
、
七
百
名
に
上
る

特
殊
作
戦
要
員
が
育
成
さ
れ
て
い
る
。
陸
軍
の
個
人
装
備
は
電
子
カ
ル
テ
や
小
型
浄
水
器
等
を
配
備
し
、
個
人
野
戦
生
存
能
力
を
増
強

す
る
新
た
な
も
の
に
転
換
し
つ
つ
あ
る（

（3
（

。

そ
れ
だ
け
に
、
そ
う
し
た
陸
軍
兵
力
の
発
展
は
今
後
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
か
、
海
空
軍
や
戦
略
ミ
サ
イ
ル
の
発
展
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
な
る
の
か
、
そ
し
て
限
ら
れ
た
資
源
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
、
軍
は
常
に
悩
み

続
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
陸
戦
理
論
の
新
た
な
道
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
さ
れ
た
論
文
で
は
、
特
殊
作
戦
、
前
方
奪
取
、
都
市

戦
闘
、
遠
距
離
作
戦
等
の
、
陸
戦
の
新
た
な
展
開
が
示
唆
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
都
市
は
将
来
の
主
戦
場
と
な
る
と
の
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

ま
た
陸
戦
理
論
や
新
た
な
陸
軍
兵
器
装
備
の
参
考
を
米
陸
軍
の
例
に
求
め
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
る（

（4
（

。

軍
は
ま
た
、「
中
国
の
特
色
あ
る
戦
略
威
嚇
体
系
」
建
設
を
「
戦
略
中
心
」
に
据
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
人
民
戦
争
の
伝
統
」
や

「
全
民
国
防
建
設
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
民
兵
・
予
備
役
制
度
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
加
え
て
、「
国
家
の
安
全
上
の
必

要
性
を
満
た
す
優
秀
で
有
効
な
核
戦
力
の
建
設
」
を
追
求
し
て
お
り
、「
自
衛
反
撃
」
と
「
有
限
発
展
」
の
原
則
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、

第
二
砲
兵
の
情
報
化
転
換
を
推
進
し
、
積
極
的
に
新
型
戦
略
威
嚇
力
の
発
展
を
図
る
べ
き
だ
と
す
る
。
八
月
に
は
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
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イ
ル
Ｄ
Ｆ
41
や
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
Ｊ
Ｌ
2
の
発
射
実
験
が
実
施
さ
れ
た
と
の
情
報
が
相
次
い
だ
。
国
防
部
報
道
官
は
こ
れ
ら

を
具
体
的
に
認
め
な
か
っ
た
も
の
の
、「
最
近
、
国
内
で
幾
つ
か
の
通
常
の
武
器
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
」
と
述
べ
た（

（4
（

。
ま
た
十
一
月
に

は
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
Ｄ
Ｆ
31
Ａ
の
試
射
が
行
わ
れ
た
と
、
翌
月
の
『
環
球
時
報
』
が
ア
メ
リ
カ
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
引
用
す
る
形

で
報
じ
た（

（4
（

。
同
ミ
サ
イ
ル
は
Ｄ
Ｆ
31
の
改
良
型
で
、
米
国
全
土
を
ほ
ぼ
射
程
に
収
め
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
第
二
砲
兵
は
す
で
に
「
山

間
の
部
隊
」
か
ら
「
車
両
上
の
部
隊
」
へ
全
面
的
に
転
換
し
た
と
さ
れ
る（

（4
（

。
ミ
サ
イ
ル
の
固
体
燃
料
化
、
小
型
化
、
機
動
化
が
完
成
し
、

生
存
率
を
向
上
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
習
近
平
主
席
は
十
二
月
、
第
二
砲
兵
第
八
回
党
代
表
大
会
代
表
と
会
見
し
た
際
、「
第

二
砲
兵
は
わ
が
国
の
戦
略
威
嚇
の
核
心
的
力
で
あ
り
、
わ
が
大
国
の
地
位
の
戦
略
的
支
え
で
あ
り
、
国
家
の
安
全
を
擁
護
す
る
重
要
な

礎
石
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
同
月
に
は
、
第
二
砲
兵
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
第
二
砲
兵
以
外
に
総
部
機
関
、

「
航
天
科
技
集
団
」、「
航
天
科
工
集
団
」、
中
国
工
程
物
理
研
究
院
、
清
華
大
学
等
か
ら
の
専
門
家
と
共
同
で
「
強
大
な
情
報
化
戦
略
ミ

サ
イ
ル
部
隊
を
ど
の
よ
う
に
建
設
す
る
か
」
と
い
っ
た
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
る（

（4
（

。

こ
う
し
た
軍
・
兵
種
建
設
の
進
展
は
、
訓
練
演
習
の
形
態
が
多
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
統
合
作
戦
に
関
す
る

訓
練（

（4
（

は
も
と
よ
り
、
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
後
方
支
援（

（4
（

、
揚
陸
艦
に
よ
る
昼
夜
連
続
上
陸（

（4
（

、
鉄
道
に
よ
る
遠
距
離
機
動
展
開（

（5
（

と
い
っ
た
実

戦
的
で
任
務
に
特
化
し
た
訓
練
演
習
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
実
戦
的
訓
練
の
推
進
は
、
二
〇
一
三
年
初
め
に
下
達
さ
れ

た
新
年
度
の
軍
事
訓
練
方
針
で
も
あ
る（

（5
（

。
ま
た
近
年
、
西
部
の
標
高
が
高
い
高
高
度
地
域
で
空
軍
戦
闘
機
に
よ
る
訓
練
が
盛
ん
に
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と（

（5
（

か
ら
、
中
国
に
と
っ
て
の
経
空
脅
威
は
沿
岸
ば
か
り
で
な
く
内
陸
部
に
も
存
在
し
、
そ
れ
へ
の
対
処
も
真
剣
に
考
慮

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
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第
三
節　

軍
隊
政
治
思
想
工
作
の
強
化
と
そ
の
必
要
性

政
治
思
想
工
作
に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年
に
と
り
わ
け
「
党
の
軍
に
対
す
る
絶
対
的
指
導
」
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
党
大
会
の
開

催
や
指
導
部
の
交
代
人
事
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
中
央
軍
事
委
員
会
拡
大
会
議
で
、

同
委
員
会
主
席
を
退
任
し
た
胡
錦
濤
は
、
軍
隊
が
「
党
の
指
揮
に
断
固
と
し
て
従
い
、
絶
対
的
な
忠
誠
を
確
実
に
す
る
」
こ
と
を
希
望

す
る
と
述
べ
た
。
習
近
平
新
主
席
も
「
党
の
軍
隊
に
対
す
る
絶
対
的
指
導
の
堅
持
を
い
さ
さ
か
も
ゆ
る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

述
べ
た（

（5
（

。
そ
う
し
た
主
張
は
と
り
わ
け
党
大
会
や
全
国
人
民
代
表
大
会
に
際
し
て
の
軍
指
導
者
た
ち
の
発
言
や
、
十
二
月
に
国
防
大
学

で
開
催
さ
れ
た
「
全
軍
高
級
幹
部
学
習
貫
徹
党
的
十
八
大
精
神
研
討
班（

（5
（

」
で
の
発
言
で
繰
り
返
さ
れ
た
。
ま
た
、「
党
の
指
揮
に
従

え
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
用
い
ら
れ
た
『
解
放
軍
報
』
記
事
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
～
二
〇
一
一
年
三
月
に
二
百
三
十
五
本
、
同
年
四

月
～
二
〇
一
二
年
三
月
に
二
百
十
本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
年
四
月
～
二
〇
一
三
年
三
月
は
三
百
二
十
五
本
と
お
よ
そ
一
・
五
倍

に
な
っ
て
い
る
。「
党
中
央
に
従
え
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
同
様
に
四
十
三
本
、
五
十
三
本
、
百
本
と
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に

強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
表
面
化
し
て
い
な
い
が
、
軍
の
「
非
党
化
」、「
国
家
化
」
と
い
っ
た
主
張
に
警
戒
す
る
必
要
性
が

高
く
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
二
〇
一
三
年
二
月
に
は
「
深
入
学
習
貫
徹
党
的
十
八
大
精
神
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
幹
部
か

ら
の
同
様
の
発
言
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
同
時
に
、「
思
想
政
治
建
設
を
常
に
筆
頭
の
地
位
に
置
く
」
と
し
て
政
治
思
想
工
作
の
重

要
性
も
繰
り
返
さ
れ
た（

（5
（

。
ま
た
「
八
〇
後
」、「
九
〇
後
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
世
代
の
軍
人
に
対
す
る
政
治
思
想
教
育
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
と
さ
れ
る（

（5
（

。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
軍
が
若
年
層
の
思
想
状
況
や
ネ
ッ
ト
教
育
の
問
題
点
な
ど
に
直
面
し
て
、
思
想
教
育
を
改

め
て
認
識
し
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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第
四
節　

軍
内
の
腐
敗
問
題
と
福
利
厚
生
・
権
利
擁
護

軍
の
統
治
は
政
治
思
想
教
育
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
幹
部
に
清
廉
潔
白
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
図
ら
れ
て

い
る
。「
軍
隊
党
員
領
導
幹
部
廉
潔
従
政
若
干
規
定
」（
二
〇
一
一
年
五
月
）
に
基
づ
き
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
は
そ
の
実
施
細
則
が
出

さ
れ
た（

（5
（

。
六
月
に
は
「
軍
隊
幹
部
選
抜
任
用
中
徴
求
紀
委
意
見
実
施
辦
法
」
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
幹
部
任
用
に
当
た
っ
て
そ
の
清

廉
潔
白
さ
や
自
律
性
に
つ
い
て
の
意
見
を
紀
律
検
査
委
員
会
等
関
係
方
面
か
ら
聴
取
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る（

（5
（

。
同
月
に
出
さ
れ
た

「
軍
隊
党
組
織
と
幹
部
の
純
潔
性
を
維
持
す
る
」
と
題
す
る
論
説
に
は
、
経
済
体
制
や
思
想
概
念
の
変
化
に
伴
う
拝
金
主
義
、
享
楽
主

義
、
利
己
主
義
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
さ
ら
に
同
月
に
は
、
修
訂
「
軍
隊
指
導
幹
部
が
個
人
関
連
事
項
を
報
告
す
る
こ
と
に
関

す
る
規
定
」
が
総
政
治
部
、
中
央
軍
事
委
員
会
紀
律
検
査
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
指
導
幹
部
の
清
廉
潔
白
自
律
促
進
や
清

廉
な
軍
隊
党
風
の
建
設
、
反
腐
敗
工
作
に
と
っ
て
十
分
重
要
な
意
義
を
有
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
規
律
は
指
導
幹
部
に
求
め
ら
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
中
央
軍
事
委
員
会
自
体
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
十
二
月
に
同
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
自
ら
の
作
風
建
設
を
強
化

す
る
こ
と
に
関
す
る
十
項
目
規
定
」
は
、
同
委
員
会
が
率
先
垂
範
す
べ
き
こ
と
や
多
く
の
士
兵
か
ら
の
監
督
を
自
覚
す
べ
き
こ
と
を
求

め
て
い
る
。
ま
た
会
議
・
会
合
・
接
遇
の
簡
略
化
、
節
約
、
贈
答
禁
止
、
慎
重
な
対
外
意
見
発
表
等
、
多
方
面
に
わ
た
る
引
き
締
め
が

図
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。
そ
う
し
た
こ
と
は
、
か
つ
て
の
著
名
な
軍
事
指
導
者
、
彭
徳
懐
元
帥
の
行
動
を
例
に
と
っ
て
も
強
調
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

軍
内
の
不
正
、
汚
職
、
浪
費
、
怠
慢
と
い
っ
た
問
題
の
深
刻
さ
が
う
か
が
わ
れ
る（

（6
（

。

さ
ら
に
軍
人
の
福
利
厚
生
、
権
利
擁
護
、
退
役
就
職
援
護
と
い
っ
た
軍
人
の
生
活
支
援
策
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。

軍
人
保
険
法
が
制
定
さ
れ
、
公
務
に
よ
る
傷
害
・
死
亡
保
険
は
国
家
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
二
十
五
万
人
の
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離
退
休
職
幹
部
が
地
方
政
府
へ
の
就
職
援
護
を
受
け
た（

（6
（

。
民
間
と
の
間
の
刑
事
・
民
事
訴
訟
や
利
害
調
整
と
い
っ
た
権
利
擁
護
が
制
度
、

方
法
と
も
に
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
そ
れ
だ
け
軍
隊
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
、
社
会
問
題
が
生
じ
て
い
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
五
節　

部
隊
編
制
と
兵
器
装
備
の
動
向

第
二
節
に
お
い
て
中
国
軍
の
兵
器
装
備
の
動
向
を
ま
と
め
た
が
、
本
節
で
は
、
英
国
国
際
戦
略
研
究
所
（International Institute 

for Strategic Studies

）
が
発
行
す
る
最
新
版
の
『
ミ
リ
タ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
二
〇
一
三
』（“T

he M
ilitary Balance 2013

”

）
の

記
述
を
元
に
、
再
度
概
観
す
る（

（6
（

。
同
書
が
冒
頭
に
挙
げ
る
戦
略
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
兵
員
数
は
十
万
人
以
上
で
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

は
Ｄ
Ｆ
31
Ａ
が
六
基
増
え
て
計
七
十
二
基
と
な
っ
た
。
ま
た
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
Ｄ
Ｆ
15
が
三
十
六
基
増
え
て
計
二
百
五
十
二
基

と
な
っ
た
。
や
は
り
台
湾
を
標
的
と
し
た
ミ
サ
イ
ル
戦
力
の
増
強
は
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

陸
軍
兵
力
は
、
機
甲
化
師
団
が
機
甲
化
・
機
械
化
旅
団
へ
、
航
空
兵
連
隊
が
旅
団
へ
改
編
中
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
情
報
化
と

と
も
に
機
械
化
が
な
お
重
要
な
命
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
武
装
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
陸
軍
航
空
戦
力
の
充
実
化
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
主
力
戦
車
は
同
書
前
年
版
で
は
「
若
干
数
」
と
さ
れ
て
い
た
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
99
Ａ
2
が
三
十
両
と
な
っ
て
、
合
計

七
千
四
百
三
十
両
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
百
両
の
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
96
Ｇ
が
記
さ
れ
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
99
Ａ
が
三
〇
〇
両
増

加
し
て
千
八
百
両
と
な
っ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
装
甲
歩
兵
戦
闘
車
は
二
百
両
減
少
し
て
二
千
百
五
十
両
と
さ
れ
て
い
る
が
、
装
甲

兵
員
輸
送
車
が
二
百
両
増
加
し
て
二
千
九
百
両
と
な
っ
た
。
武
装
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
二
十
六
機
増
の
計
四
十
二
機
、
Ｚ
（
直
）
10
が
十

四
機
増
の
三
十
機
前
後
、
新
た
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｚ
（
直
）
19
は
十
二
機
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。
無
人
機
に
大
型
の
Ｂ
Ｚ
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Ｋ
０
０
９
と
中
型
の
Ｂ
Ｚ
Ｋ
０
０
６
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
防
空
部
隊
と
し
て
の
無
人
機
に
中
型
Ｂ
Ｚ
Ｋ
０
０
７
が
登
場
し
た
。

無
人
機
は
前
述
し
た
よ
う
に
第
九
回
国
際
珠
海
航
空
宇
宙
博
覧
会
に
も
展
示
さ
れ
た（

（6
（

が
、
そ
の
技
術
は
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る（

（6
（

。

海
軍
で
は
、
晋
級
戦
略
原
子
力
潜
水
艦
が
一
隻
増
の
三
隻
と
な
っ
た
。
戦
術
潜
水
艦
で
は
攻
撃
原
潜
の
商
級
二
隻
と
漢
級
3
隻
に
変

化
は
な
い
が
、
通
常
動
力
潜
水
艦
は
三
隻
の
元
Ⅱ
級
が
新
た
に
記
さ
れ
て
五
十
五
隻
と
な
っ
た
。
な
お
『
ミ
リ
タ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
二

〇
一
三
』
は
四
隻
の
元
級
を
０
３
９
Ａ
型
、
三
隻
の
元
Ⅱ
級
を
０
３
９
Ｂ
型
と
記
し
て
い
る
が
、
元
級
を
０
４
１
型
と
し
て
こ
れ
ま
で

に
七
隻
が
就
役
済
み
、
さ
ら
に
七
隻
が
建
造
中
と
す
る
情
報
も
あ
る（

（6
（

。
ま
た
清
級
弾
道
ミ
サ
イ
ル
実
験
潜
水
艦
一
隻
が
新
た
に
記
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
二
〇
一
二
年
末
に
就
役
し
た
と
言
わ
れ
る（

（7
（

。
水
上
艦
艇
に
は
前
出
の
空
母
「
遼
寧
」
が
加
わ
り
、
旅
洋
Ⅱ
級
ミ
サ
イ
ル

駆
逐
艦
が
一
隻
増
の
三
隻
に
、
江
凱
Ⅱ
級
フ
リ
ゲ
イ
ト
が
三
隻
増
の
十
三
隻
と
な
っ
た
。
ま
た
旅
大
Ⅲ
級
フ
リ
ゲ
イ
ト
二
隻
が
新
た
に

記
さ
れ
た
。
他
方
で
０
５
１
／
０
５
１
Ｄ
／
０
５
１
Ｚ
型
の
旅
大
級
フ
リ
ゲ
イ
ト
九
隻
と
、
０
５
１
Ｇ
Ⅱ
型
の
旅
大
Ⅲ
級
フ
リ
ゲ
イ
ト

一
隻
は
記
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
旅
大
級
が
最
初
に
就
役
し
た
の
は
一
九
七
一
年
で
あ
り
、
そ
の
後
近
代
化
改
装
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
、
そ
の
艦
齢
か
ら
す
る
と
退
役
が
始
ま
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
な
お
、
全
方
位
多
目
標
同
時
対
応
が
可
能
な
新
型
艦
対

空
ミ
サ
イ
ル
の
作
戦
能
力
が
獲
得
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。
海
軍
航
空
部
隊
で
は
、
Ｈ
６
Ｇ
爆
撃
機
が
二
十
機
減
の
三
十
機
と
な

り
、
戦
闘
機
数
は
変
化
な
く
七
十
二
機
で
あ
る
が
、
攻
撃
機
は
Ｊ
10
Ａ
／
Ｓ
が
四
機
増
の
二
十
八
機
に
、
Ｊ
11
Ｂ
／
Ｂ
Ｓ
が
二
十
四
機

増
の
二
十
八
機
と
な
っ
た
。
ま
た
海
軍
航
空
部
隊
に
も
大
型
Ｂ
Ｚ
Ｋ
０
０
９
と
中
型
Ｂ
Ｚ
Ｋ
０
０
６
の
無
人
機
が
加
わ
っ
た
。
海
軍
陸

戦
隊
兵
員
数
は
約
一
万
人
と
さ
れ
る
が
、
軽
戦
車
が
六
十
二
両
増
の
百
二
十
四
両
に
、
装
甲
兵
員
輸
送
車
が
百
二
十
四
両
増
の
二
百
四

十
八
両
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
旧
型
が
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
更
新
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

空
軍
の
編
制
に
お
い
て
、
戦
闘
機
部
隊
が
十
個
連
隊
減
る
一
方
、
Ｊ
11
Ｂ
／
Ｂ
Ｓ
、
Ｑ
５
Ｄ
／
Ｅ
、
Ｊ
Ｈ
７
Ａ
、
Ｊ
７
Ｅ
、
Ｊ
８
Ｈ



84

等
に
よ
る
戦
闘
攻
撃
機
旅
団
が
多
数
新
た
に
記
載
さ
れ
た
。
航
空
機
の
近
代
化
改
装
に
よ
り
、
任
務
の
多
用
途
化
と
部
隊
の
改
編
が
進

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
輸
送
任
務
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
輸
送
機
部
隊
も
二
個
連
隊
増
え
て
い
る
。
作
戦

機
数
は
二
百
十
機
増
の
千
九
百
三
機
で
あ
る
が
、
戦
闘
機
数
は
四
十
八
機
減
の
八
百
四
十
二
機
に
、
戦
闘
攻
撃
機
数
は
百
二
十
八
機
増

の
五
百
四
十
三
機
以
上
と
な
っ
た
。
輸
送
機
も
六
機
増
の
三
百
二
十
六
機
以
上
で
あ
る
。
練
習
機
Ｊ
Ｊ
７
が
百
五
十
機
増
の
二
百
機
に
、

Ｊ
Ｌ
８
が
三
百
十
機
増
の
三
百
五
十
機
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
練
習
機
は
作
戦
能
力
も
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト

に
有
名
大
学
卒
業
生
や
女
性
も
採
用
さ
れ
る（

（7
（

な
ど
、
航
空
要
員
の
教
育
訓
練
に
多
角
的
な
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
哈
尓
濱
、

石
家
庄
、
西
安
に
そ
れ
ぞ
れ
飛
行
学
院
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
同
書
で
は
新
た
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
六
節　

お
わ
り
に

以
上
で
概
観
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
国
軍
は
確
実
に
そ
の
軍
事
力
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
軍
事
闘
争
の

準
備
」
と
い
う
大
方
針
に
沿
っ
て
、
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二
〇
一
二
年
八
月
二
十
三
日
付
『
解
放
軍
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
軍
控
與
裁
軍
（
軍
備
管
理
・
軍
縮
）
協
会
理
事
・
徐
光
裕
の

「
積
極
防
御
の
第
一
の
機
能
は
防
御
的
威
嚇
で
あ
る
」
と
題
す
る
論
文
で
は
、
中
国
の
積
極
防
御
戦
略
に
は
三
つ
の
機
能
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る（

（7
（

。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
真
の
防
御
的
威
嚇
、
つ
ま
り
抑
止
機
能
で
あ
り
、
第
二
に
敵
の
打
撃
に
対
す
る
強
靭
な
防
御
機
能
で

あ
り
、
第
三
に
強
力
な
反
撃
能
力
で
あ
る
。
同
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
を
包
摂
す
る
も
の
が
「
威
嚇
」
で
あ
り
、「
威
嚇
」
の
本
質
は
戦

わ
ず
し
て
敵
を
屈
服
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
実
力
と
そ
れ
を
用
い
る
決
心
と
が
備
わ
り
、
か
つ
威
嚇
さ
れ
る
側
の
代
償

を
最
大
化
さ
せ
て
こ
そ
、
威
嚇
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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中
国
軍
の
能
力
向
上
は
、
こ
の
意
味
で
の
「
威
嚇
」
力
向
上
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
軍

事
闘
争
の
準
備
」
は
「
威
嚇
」
力
の
向
上
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
威
嚇
は
抑
止
か
ら
反
撃
ま
で
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、

必
ず
し
も
戦
争
の
発
動
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
最
悪
の
事
態
を
想
定
す
る
こ
と
を
常
と
す
る
安
全
保
障
に
お
い
て
、
破

壊
・
殺
傷
を
目
的
と
す
る
軍
事
力
の
現
実
の
使
用
は
根
幹
と
な
る
要
素
で
あ
る
が
、
し
か
し
中
国
の
軍
事
的
脅
威
を
観
察
す
る
場
合
に

は
、「
威
嚇
」
の
概
念
を
広
く
適
用
し
、
そ
う
し
た
視
角
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注（
1
）「
諸
多
熱
詞
折
射
我
軍
転
型
建
設
大
歩
跨
越
」、『
解
放
軍
報
』
二
〇
一
二
年
十
一
月
二
日
。

（
2
）
同
右
。

（
3
）「
軍
事
闘
争
準
備
検
査
“
硝
煙
”
弥
漫
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
六
月
三
日
。

（
4
）「
狠
抓
各
項
工
作
落
実　

努
力
創
造
優
異
成
績　

圓
満
完
成
以
軍
事
闘
争
準
備
為
龍
頭
的
各
項
任
務
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
九

月
三
日
。

（
5
）
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
か
ら
二
〇
一
三
年
三
月
の
間
、
名
目
上
構
成
員
に
若
干
の
相
違
が
生
じ
て
い
た
党
・
国
家
の
両
中

央
軍
事
員
会
が
同
じ
顔
ぶ
れ
と
な
っ
た
。

（
6
）「
科
学
構
建
中
国
特
色
現
代
軍
事
力
量
体
系
」、『
解
放
軍
報
』
二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
九
日
。

（
7
）
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
二
〇
一
一
年
の
『
解
放
軍
報
』
に
は
全
く
登
場
せ
ず
、
二
〇
一
二
年
に
な
っ
て
初
め
て
強
調
さ
れ
た
。

（
8
）「
遠
航
，
小
将
自
信
戦
大
洋
」、『
解
放
軍
報
』、
十
二
月
二
日
、「
我
艦
艇
編
隊
完
成
西
太
平
洋
海
域
遠
海
訓
練
」、『
解
放
軍
報
』、
十
二

月
十
二
日
。

（
9
）「
我
海
軍
艦
艇
編
隊
通
過
宮
古
海
峡　

進
入
西
太
平
洋
海
域
進
行
例
行
性
訓
練
」、『
解
放
軍
報
』、
十
一
月
二
十
九
日
。

（
10
）「
海
軍
北
海
艦
隊
遠
海
訓
練
編
隊
返
回
青
島
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
二
月
十
六
日
。
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（
11
）「
遠
洋
綜
合
保
障
延
伸
戦
艦
航
迹
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
四
日
。

（
12
）「
建
立
遠
洋
綜
合
保
障
体
系
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
二
日
。

（
13
）「
艦
行
万
里
果
蔬
鮮
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四
月
十
三
日
。「
水
兵
“
龍
宮
”
帰
来
話
新
聞
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四

月
十
六
日
。

（
14
）「
潜
艇
遠
航
，“
龍
宮
”
食
譜
一
周
不
重
様
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
六
月
十
九
日
。

（
15
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
二
十
四
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
二
〇
日
）、
三
十
二
頁
。

（
16
）「
掲
開
“
生
命
之
舟
”
的
神
秘
面
紗
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
一
日
。

（
17
）「
海
軍
“
和
諧
使
命

―
鄭
和
艦
環
球
行
”
起
航
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四
月
十
七
日
。「“
鄭
和
”
艦
環
球
航
行
有
四
大
特
点
」、

『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四
月
十
八
日
。

（
18
）「
我
国
首
艘
航
母
“
遼
寧
艦
”
全
速
推
進
試
験
訓
練
工
作
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
日
。

（
19
）「
殱
―
一
五
在
“
遼
寧
艦
”
順
利
起
降
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
五
日
。

（
20
）「
海
軍
航
母
戦
闘
力
提
昇
的
階
段
性
標
誌
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
五
日
。

（
21
）「
海
軍
航
母
発
展
又
一
重
要
里
程
碑
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
二
月
二
十
八
日
。

（
22
）「“
遼
寧
”
艦
首
次
靠
泊
青
島
某
軍
港
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
二
月
二
十
八
日
。

（
23
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
十
号
（
二
〇
一
二
年
四
月
十
日
）、
二
十
四
頁
。

（
24
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
十
六
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
十
日
）、
二
十
九
頁
。

（
25
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
二
十
九
号
（
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
日
）、
一
頁
。

（
26
）「
我
国
自
主
発
展
的
運
―
二
〇　

大
型
運
輸
機
首
飛
成
功
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
一
月
二
七
日
。

（
27
）「
我
空
軍
戦
略
投
送
能
力
覆
蓋
全
疆
域
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
十
三
日
。

（
28
）「
加
強
実
戦
化
空
中
加
油
訓
練
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
六
月
十
一
日
。

（
29
）「
我
軍
作
戦
指
揮
実
現
由
平
面
到
立
体
跨
越
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
日
。
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「中国の特色ある現代軍事力体系」構築と「威嚇」力

（
30
）「
中
共
中
央
国
務
院
隆
重
挙
行
国
家
科
学
技
術
奨
励
大
会
」、
及
び
「“
中
国
預
警
機
之
父
”」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
一
月
十
九
日
。

（
31
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
三
十
一
号
（
二
〇
一
二
年
十
一
月
三
十
日
）、
二
十
三
頁
。

（
32
）「
我
陸
航
部
隊
開
展
新
型
直
昇
機
高
難
課
目
訓
練
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
三
日
。

（
33
）『RP
旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
三
十
二
号
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
十
日
）、
十
九
頁
。

（
34
）「
陸
軍
從
這
里
飛
起
来
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
七
月
十
二
日
。

（
35
）「
我
新
型
武
装
直
昇
機
全
面
展
開
実
戦
化
訓
練
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
日
。

（
36
）
前
掲
、「
陸
軍
從
這
里
飛
起
来
」。

（
37
）「
写
好
飛
行
化
陸
軍
的
“
隆
中
対
”」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四
月
二
六
日
。

（
38
）「
機
遇
與
挑
戦
：
陸
軍
転
型
的
再
審
視
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
九
月
一
三
日
。

（
39
）「
新
型
単
兵
保
障
系
統
亮
相
演
兵
場
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
七
月
二
四
日
。

（
40
）「
陸
戦
理
論
創
新
路
在
何
方
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
六
月
一
四
日
。

（
41
）「
城
市
：
未
来
二
〇
年
陸
戦
主
戦
場
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
一
月
三
十
一
日
。

（
42
）「
美
国
陸
軍
作
戦
理
論
的
演
進
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
七
月
五
日
。「
陸
軍
武
器
争
相
往
天
上
飛
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二

年
十
月
二
十
二
日
。

（
43
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
二
十
四
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
二
〇
日
）、
三
十
二
頁
。

（
44
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
七
巻
一
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
十
日
）、
三
十
四
頁
。

（
45
）「『
大
国
長
剣
』
鋳
就
和
平
之
盾
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
二
十
七
日
。

（
46
）「
第
二
砲
兵
戦
略
研
究
中
心
成
立
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
三
日
。

（
47
）「
譲
合
成
訓
練
常
態
化
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
五
月
三
〇
日
。

（
48
）「
打
造
信
息
網
絡
平
台
提
昇
保
障
力
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四
月
十
一
日
。

（
49
）「
昼
夜
航
渡
，
検
験
多
個
戦
法
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四
月
二
十
一
日
。
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（
50
）「
動
中
指
揮
，
中
軍
帳
里
静
悄
悄
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
五
月
十
一
日
。

（
51
）「
按
実
戦
要
求
組
織
訓
練
検
験
成
効
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
一
月
十
四
日
。「
実
戦
這
把
“
尺
”
應
当
有
刻
度
」、『
解
放
軍
報
』、

二
〇
一
三
年
一
月
十
七
日
。

（
52
）「
海
抜
四
五
〇
〇
米
、
上
演
空
地
一
体
戦
“
活
劇
”」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
十
五
日
。「“
生
命
禁
区
”
創
飛
行
保
障
奇
迹
」、

『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
二
十
三
日
。
ま
た
、
た
と
え
ば
『
解
放
軍
報
』
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
九
日
付
に
は
、
記
事
見
出
し
は

な
い
も
の
の
、
広
州
軍
区
空
軍
機
の
高
高
度
地
域
に
お
け
る
飛
行
訓
練
が
順
調
に
進
展
し
て
い
る
写
真
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
53
）「
胡
錦
濤
習
近
平
出
席
中
央
軍
委
拡
大
会
議
並
発
表
重
要
講
話
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
八
日
。

（
54
）「
堅
決
落
実
好
軍
隊
要
努
力
走
在
前
列
的
要
求　

把
学
習
貫
徹
党
的
十
八
大
精
神
不
断
引
向
深
入
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
二

月
四
日
。

（
55
）「
深
入
学
習
貫
徹
党
的
十
八
大
精
神
座
談
会
在
京
挙
行
」、
及
び
「
強
化
走
在
前
列
意
識　

持
続
有
力
引
向
深
入
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇

一
三
年
二
月
五
日
。

（
56
）「
思
想
政
治
教
育
煥
発
勃
勃
生
機
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
十
四
日
。

（
57
）「《〈
軍
隊
党
員
領
導
幹
部
廉
潔
従
政
若
干
規
定
〉
実
施
瓣
法
》、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
四
月
一
日
。

（
58
）「《
軍
隊
幹
部
選
抜
任
用
中
徴
求
紀
委
意
見
実
施
辦
法
》」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
六
月
六
日
。

（
59
）「
保
持
軍
隊
党
組
織
和
幹
部
隊
伍
的
純
潔
性
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
六
月
十
二
日
。

（
60
）「
総
政
治
部
軍
委
紀
委
印
発
《
関
於
軍
隊
領
導
幹
部
報
告
個
人
有
関
事
項
的
規
定
》」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
六
月
二
十
一
日
。

（
61
）「
中
央
軍
委
印
発　

関
於
加
強
自
身
作
風
建
設
十
項
規
定
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
二
日
。

（
62
）「
彭
徳
懐
元
帥
這
様
搞
調
研
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
。

（
63
）
二
〇
一
二
年
に
は
総
後
勤
部
副
部
長
の
谷
俊
山
中
将
が
汚
職
に
よ
り
解
任
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
た
が
、
ま
だ
真
相
は
不
明
で
あ
る
。
た

と
え
ば
「
軍
隊
反
腐　

谷
俊
山
中
將
涉
貪
落
馬
」、
香
港
『
文
匯
報
』、
二
〇
一
二
年
二
月
十
二
日
、http: //paper.w

enw
eipo.com

 
/2012/02/12/CH

1202120011.htm

。
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「中国の特色ある現代軍事力体系」構築と「威嚇」力

（
64
）「
軍
隊
離
退
休
幹
部
累
計
移
交
安
置
二
十
五
万
人
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
三
日
。

（
65
）「
依
法
治
軍
從
厳
治
軍
渉
伐
鏗
鏘
有
力
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
四
日
。

（
66
）
同
書
は
軍
事
力
の
動
向
に
関
す
る
世
界
的
な
権
威
の
一
つ
で
あ
り
、
筆
者
は
同
書
を
用
い
た
い
わ
ば
定
点
観
測
を
一
九
八
〇
年
代
半
ば

か
ら
継
続
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
中
国
総
覧
編
集
委
員
会
編
『
中
国
総
覧
』
各
年
版
（
財
団
法
人
霞
山
会
）
や
、『
国
際
情

勢
紀
要
』
各
号
（
社
団
法
人
国
際
情
勢
研
究
会
）
を
参
照
。

（
67
）『RP

旬
刊
中
国
内
外
動
向
』、
第
三
十
六
巻
二
十
九
号
（
二
〇
一
二
年
十
一
月
十
日
）、
四
十
四
頁
。

（
68
）「
我
国
無
人
機
技
術
実
現
又
一
突
破
」、『
解
放
軍
報
』
二
〇
一
三
年
一
月
三
十
一
日
。
ま
た
た
と
え
ば
、
国
家
海
洋
局
は
今
後
沿
岸
十
一

か
所
に
無
人
機
基
地
を
設
置
し
、
海
域
の
無
人
機
に
よ
る
監
視
を
計
画
し
て
い
る
。「
我
国
海
域
将
実
施
無
人
機
遥
感
監
測
」、『
解
放
軍

報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
三
十
日
。

（
69
）『
世
界
の
艦
船
』（
海
人
社
）、
二
〇
一
三
年
三
月
号
、
二
十
五
頁
。

（
70
）
同
上
、
二
十
七
頁
。

（
71
）「
海
空
利
刃
“
多
箭
”
斉
発
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
五
月
二
十
六
日
。

（
72
）「
我
女
飛
行
員
首
次
単
飛
殱
十
戦
機
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
十
五
日
。「
空
軍
與
国
内
一
流
大
学
実
現
“
戦
略
聯
姻
”」、『
解

放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
九
月
二
日
。

（
73
）
徐
光
裕
「
積
極
防
御
的
第
一
効
能
是
防
御
性
威
懾
」、『
解
放
軍
報
』、
二
〇
一
二
年
八
月
二
十
三
日
。


